
正 誤 表 

 

「消化器疾患最新の治療 2021-2022（第 1刷）」 

下記の箇所に誤りがございました。謹んでお詫びし訂正いたします。 

 

頁 該当箇所 誤 正 

122 

a絶対適応病変 

b適応拡大病変 

c相対適応病変 

 

a 絶対適応病変 

① EMR/ESD 適応病変 

2 cm 以下の肉眼的粘膜内癌（cT1a），分化型癌，UL0 と診断さ

れる病変． 

② ESD 適応病変 

2 cm を超える肉眼的粘膜内癌（cT1a），分化型癌，UL0と診断

される病変，および 3 cm以下の肉眼的粘膜内癌（cT1a），分化型

癌，UL1 と診断される病変． 

b 適応拡大病変 

2 cm 以下の肉眼的粘膜内癌（cT1a），未分化型癌，UL0 と診断

される病変． 

c 相対適応病変 

上記の絶対適応病変，適応拡大病変以外の病変．外科的胃切除が

標準治療となる病変のなかにも，年齢や併存疾患などの何らかの理

由で外科手術を選択しがたい状況がある．標準治療は外科的胃切除

であることを十分に説明し，患者の理解と同意が得られた場合にの

み施行する． 

a 絶対適応病変 

①EMR/ESD の絶対適応病変 

長径 2cm 以下の UL0 の肉眼的粘膜内癌（cT1a），分化型癌． 

②ESD の絶対適応病変 

1．長径 2 cmを超える UL0の cT1a，分化型癌 

2．長径 3 cm以下の UL1の cT1a，分化型癌 

3．長径 2 cm以下の UL0の cT1a，未分化型癌 

b 適応拡大病変 

分化型癌のうち初回の ESD/EMR 時に絶対適応病変で，かつ根

治度が内視鏡的根治度（endoscopic curability：eCura）C-1 で，

その後に粘膜内癌で局所再発した病変． 

c 相対適応病変 

内視鏡治療の絶対適応，適応拡大条件を満たさない早期胃癌．外

科的胃切除が標準治療となる病変のなかにも，年齢や併存疾患など

の何らかの理由で外科手術を選択しがたい状況がある．標準治療は

外科的胃切除であることを十分に説明し，患者の理解と同意が得ら

れた場合にのみ施行する． 
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